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京
都
歳
時
記
の
中
の

「
み
ち
の
く
」

一
.
は
じ
め
に

二
.
京
都
の
歳
時
記
に
見
え
る
み
ち
の
く
の
影

三
.
京
都
の
歳
時
記
『
日
次
紀
事
』
の
記
事
か
ら

四
.
平
安
京
か
ら
見
た
み
ち
の
く
の
人
々

五
.
お
わ
り
に

は
じ
め
に

京
都
に
移
り
住
ん
で
故
郷
の
東
北
を
振
り
返
る
と
、
京
都
の
文
化
の
あ
ち
こ

ち
に
東
日
本
を
強
く
意
識
し
て
い
る
所
が
あ
る
と
気
が
付
い
た
。

古
代
国
家
形
成
期
の
日
本
の
中
枢
で
あ
っ
た
飛
鳥
・
藤
原
・
難
波
の
都
、
そ

し
て
平
城
京
ま
で
は
政
治
・
宗
教
・
文
化
の
多
く
を
大
陸
に
学
び
、
大
陸
と
の

政
治
交
渉
や
戦
争
も
ふ
く
め
て
国
は
西
方
、
海
外
に
向
き
合
っ
て
い
た
が
、
奈

良
時
代
の
後
半
か
ら
東
日
本
の
開
拓
に
焦
点
が
移
り
、
長
岡
京
・
平
安
京
は
東

を
向
い
た
都
で
あ
っ
た
と
感
じ
た
。

そ
の
東
か
ら
武
家
が
勃
興
し
、
鎌
倉
幕
府
、
室
町
幕
府
の
関
東
管
領
、
そ
し

て
江
戸
幕
府
が
成
立
し
政
治
の
中
心
が
徐
々
に
東
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
後
は
都

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
-
三
年
十
二
月

|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」

補
遺
二
|
|

野

崎

準

や
そ
の
周
辺
ま
で
東
日
本
の
影
が
さ
し
、
民
話
伝
説
の
類
に
ま
で
及
ん
で
い
る

事
は
今
ま
で
数
例
を
上
げ
て
論
じ
て
き
た
(
註
一
、
二
)
。

さ
て
、
都
に
は
多
く
の
伝
統
行
事
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
東
北
地
方
に
ゆ

か
り
の
あ
る
事
件
、
人
物
に
か
か
わ
る
も
の
も
当
然
あ
る
。
そ
こ
で
、
江
戸
時

代
の
前
期
に
京
都
の
文
人
黒
川
道
裕
が
編
纂
し
た
『
日
次
紀
事
』
と
い
う
京
都

の
歳
時
記
を
中
心
に
、
都
の
年
中
行
事
の
中
の
「
み
ち
の
く
の
影
」
を
検
討
し

て
み
る
こ
と
と
し
た
。

(
註
一
)
野
崎
準
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
三
八

(二

O
O六
年
)

(
註
二
)
野
崎
準
「
み
ち
の
く
の
影
」
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
三
九
(
二

0
0七
年
)

ニ
.
京
都
の
歳
時
記
に
見
え
る
み
ち
の
く
の
影

『
日
次
紀
事
』
の
記
事
か
ら

江
戸
時
代
の
文
化
は
前
・
中
期
は
中
世
以
来
の
京
・
大
坂
の
「
上
方
」
を
中

心
と
し
、
江
戸
独
自
の
文
化
が
主
流
に
な
る
の
は
後
期
か
ら
で
あ
る
、
と
言
わ



京
都
歳
時
記
の
中
の
「
み
ち
の
く
」
|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
補
選
二
|
|

れ
る
。
そ
の
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
ま
た
朝
廷
の
所
在
地
、
神
仏
信
仰
の
中

心
地
と
し
て
全
国
か
ら
訪
問
客
が
多
か
っ
た
京
都
で
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

多
数
の
名
所
案
内
の
類
が
執
筆
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
。
大
半
は
民
間
の
知
識
人
に

よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
に
は
古
典
の
引
用
か
ら
通
説
・
俗
説
ま

で
交
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
代
以
後
は
逆
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
京
都
の
名

所
旧
跡
へ
の
人
々
の
関
心
や
知
識
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い

る。
首
都
の
よ
う
に
人
が
多
く
住
み
、
全
国
の
人
々
が
集
ま
る
地
域
に
お
け
る
年

中
行
事
を
ま
と
め
た
「
歳
時
記
」
に
は
、
古
く
中
国
六
朝
時
代
の
『
荊
楚
歳
時

記
』
が
あ
り
、
日
本
で
も
『
年
中
行
事
抄
』
な
ど
が
編
ま
れ
た
が
、
江
戸
時
代

に
は
文
人
の
執
筆
し
た
庶
民
の
た
め
の
歳
時
記
も
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
京
都
の
年
中
行
事
を
ま
と
め
た
の
は
『
日
次
記
事
』
が
最
初
の
労
作
で
あ

る
大
正
天
皇
即
位
を
記
念
し
て
大
正
四
年
よ
り
二
年
か
け
て
編
纂
・
発
行
さ
れ

た
『
京
都
議
書
』
と
い
う
、
京
都
の
歴
史
・
地
誌
に
関
す
る
多
数
の
文
献
を
集

め
た
一
六
巻
の
叢
書
が
あ
っ
た
。
こ
の
書
は
ま
ず
昭
和
八
年
か
ら
一

O
年
に
か

け
て
増
補
さ
れ
二

O
巻
と
な
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
二
年
に
復
刻
さ
れ
改
訂
・
増

補
並
び
に
地
図
・
索
引
が
加
え
ら
れ
た
『
新
修
京
都
叢
書
』
全
二
三
巻
と
し
て

復
刻
さ
れ
、
現
在
で
も
利
用
で
き
る
。
そ
の
十
一
巻
、
新
修
で
は
第
四
巻
に
『
日

次
紀
事
』
と
い
う
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
(
註
三
)
。

本
書
は
解
題
に
よ
る
と
「
ひ
な
み
き
じ
」
と
読
み
、
江
戸
時
代
の
医
師
で
、

本
格
的
な
京
都
の
地
誌
で
あ
る
『
薙
州
府
志
』
の
著
者
、
黒
川
道
裕
(
一
六
二

一
一
丁
九
一
)
が
林
鷲
峰
・
鳳
岡
父
子
、
人
見
竹
洞
の
践
文
を
の
せ
て
延
宝
四
年

(
一
六
七
六
)
に
出
版
し
た
と
あ
る
。
中
国
の
歳
時
記
、
特
に
明
の
『
用
開
広

義
』
に
な
ら
っ
て
京
都
の
元
日
か
ら
大
晦
日
ま
で
毎
日
の
行
事
を
項
目
に
分
け

て
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
全
十
二
巻
十
二
冊
。
各
月
の
末
尾
に
は
日
の
干
支
に

よ
っ
て
移
動
す
る
行
事
や
そ
の
月
の
風
物
詩
、
旬
の
食
物
ま
で
記
載
し
て
い
る
。

江
戸
の
歳
時
記
と
し
て
民
俗
学
で
も
よ
く
引
用
さ
れ
る
斉
藤
月
容
『
東
都
歳

時
記
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
天
保
六
年
(
一
八
三
八
)
で
あ
る
か
ら
、
名
所
案

内
や
歳
時
記
の
執
筆
・
出
版
は
関
西
が
先
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
『
日
次
紀
事
』
は
出
版
直
後
に
発
禁
処
分
を
受
け
、
明
和
八
年
(
一

七
七
一
)
京
都
書
林
仲
間
の
『
禁
書
目
録
』
に
「
日
次
紀
事
」
の
書
名
が
見
え

る
。
こ
れ
は
社
寺
の
内
々
で
の
行
事
を
書
い
て
し
ま
っ
た
為
か
と
考
証
さ
れ
て

い
る
。
と
言
っ
て
も
都
の
伝
統
行
事
と
そ
の
考
証
が
満
載
の
貴
重
な
記
録
で

あ
っ
た
た
め
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
写
本
で
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
。
『
京
都
叢

2 

者
』
収
録
の
原
本
は
二
組
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
伝
世
の
版
本
に
よ
る
と

な
っ
て
い
る
。

道
祐
は
儒
学
を
林
羅
山
と
そ
の
子
鷲
崎
に
学
ん
だ
縁
で
解
題
に
あ
る
よ
う
に

第
一
巻
冒
頭
に
弘
文
学
士
院
林
僧
曳
(
鷲
峰
)
の
序
文
と
人
見
竹
洞
の
政
文
が

あ
り
、
十
二
巻
に
は
驚
峰
の
子
林
鳳
岡
の
践
文
が
あ
る
。

本
文
は
元
日
か
ら
各
日
付
を
冒
頭
に
あ
げ
、
そ
の
下
に
神
事
、
公
事
、
人
事
、

忌
日
、
開
帳
、
法
会
な
ど
の
項
目
別
に
詳
細
を
記
し
て
い
る
。
元
日
の
宮
中
行

事
な
ど
は
『
荊
楚
歳
時
記
』
な
ど
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「
神
武
天
皇
御
忌
」
(
三



月
七
日
・
十
一
日
説
も
併
記
)
な
ど
歴
代
天
皇
、
皇
族
や
貴
族
、
武
士
、
僧
侶

な
ど
の
著
名
人
の
忌
日
と
、
そ
の
関
係
寺
院
の
法
要
行
事
が
か
な
り
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
る
。

歴
代
天
皇
の
ご
命
日
に
は
現
在
で
も
皇
居
皇
霊
殿
で
例
祭
が
、
重
要
な
遠
忌

に
は
天
皇
陵
前
で
も
祭
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
都
の
年
中

行
事
で
は
外
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の

神
武
天
皇
祭
は
三
月
十
一
日
、
現
在
は
四
月
三
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

忌
日
に
儒
学
者
、
医
師
、
連
歌
師
、
仏
師
、
画
工
な
ど
も
出
て
い
る
の
は
弟

子
筋
に
よ
る
供
養
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

数
多
く
の
祭
事
の
数
を
数
え
る
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
平
成
三
年
に
出
版
さ

れ
た
平
凡
社
『
別
冊
太
陽
・
京
の
百
祭
』
は
『
日
次
紀
事
』
を
紹
介
し
、
記
載

の
祭
は
「
千
五
百
、
数
え
方
に
よ
っ
て
は
千
六
百
」
件
が
記
述
さ
れ
て
い
る
と

書
か
れ
て
い
る
。

(
註
三
)
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
四
巻
黒
川
道
祐
「
日
次
紀
事
」
臨
川
堂

刊
本
に
よ
る

昭
和
五
一
年
再

三
.
京
都
の
歳
時
記
『
日
次
紀
事
』

の
記
事
か
ら

以
下
多
く
の
記
事
の
中
か
ら
東
北
関
係
の
記
事
を
書
き
抜
い
て
行
く
。

(
一
月
)

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
一
三
年
十
二
月

七
日

坂
上
刈
田
丸
忌
{
説
畑
鮒
丸
}
(
【

】
は
割
注
、
以
下
同
じ
)

坂
上
苅
田
麻
口
口
(
七
二
八

i
七
八
六
)
は
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
自
の
父

で
、
奈
良
時
代
末
期
に
政
治
・
軍
事
両
面
で
活
躍
、
鎮
守
将
軍
に
も
任
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
東
北
地
方
で
は
奥
浄
瑠
璃
『
田
村
三
代
記
』
な
ど
に
登
場
し
子
の

田
村
麻
目
と
共
に
活
躍
す
る
。

日
次
記
の
一
月
の
忌
日
は
他
に
一
三
日
に
源
頼
朝
、
一
七
日
に
東
照
大
権
現

(
徳
川
家
康
)
、
二
一
日
に
木
曽
義
仲
、
二
七
日
に
源
実
朝
な
ど
の
東
国
と
関

係
あ
る
人
物
の
忌
日
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
二
月
)

3 

四
日

中
納
言
藤
原
山
蔭
卿
忌

{
岬
駿
批
判
部
噌
:
・
(
:
・
は
中
略
・
以
下
閉
じ
)
認
持
淫

割
註
で
特
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
伊
達
氏
は
山
蔭
流
藤
原
氏
の
子
孫
で
あ

る
。
総
持
寺
は
惣
持
寺
と
も
書
き
、
正
し
く
は
摂
津
国
島
下
郡
、
現
在
の
大
阪

府
茨
木
市
総
持
寺
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
捕
陀
洛
山
総
持
寺
で
、
中
納
言
藤
原
山

蔭
(
八
二
四

1
八
八
八
)
建
立
と
伝
え
て
い
る
寺
で
あ
る
(
図
版
一
)
。

山
蔭
は
藤
原
冬
継
の
子
高
房
の
子
で
、
父
子
二
代
に
わ
た
り
『
長
谷
寺
霊
験

記
』
や
『
今
昔
物
語
』
、
民
話
『
鉢
か
づ
き
』
な
ど
に
も
登
場
す
る
。

元
亀
二
年
(
一
五
七
一
)
、
茨
木
城
の
茨
木
氏
を
攻
め
た
織
田
信
長
軍
に
焼

か
れ
、
慶
長
八
年
ご
六

O
三
)
豊
臣
秀
吉
が
再
建
の
伽
藍
が
残
る
が
、
古
い



ん
が
都
歳
時
犯
の
中
の

「
み
ち
の
く
」
|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
総

理

丁
|

文
化
財

・
占
文
占
は
失
わ
れ
た
と
い
う
。
本
尊
は
泌
仏
千
手
間
背
で
、
幼
少
時

川
に
落
ち
た
山

-dが
抱
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
の
で
屯
の
上
に
立
ち
、
山
市
円
女
屯

主

・
雨
主
草
子
を
従
え
る
と
三
う
。
西
川
八
|
八
カ
所
市
場
の
一一
卜
一
.
需
で
、

巡
礼
者
の
参
伴
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
註
に
あ
る
よ
う
に
点
都
古
川
山
の

a

H
神
社
と
新
長
谷
寺
も
山
峰
の
創
立
で
あ
る
。
新
長
谷
寺
は
明
治
の
廃
仏
で
点

加
堂
境
内
に
移
転
さ
れ
た
。

後
述
す
る
が
、
伊
述
氏
は
藤
原
氏
と
い
う
こ
と
で
、山
脱
出
氏
の
州
よ
寸
と
な
っ

た
京
福
寺
と
関
係
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

八
日

法
会

千
本
大
報
恩
寺

l:Ii立
ゴ匡教
十銭
五会
H 。
。告白
人
マ

な此
守守
主lι{f
教様
終w
幼秀
少fiI
8，Hw 
TiJl 
'，"/之
之:5i:
'I:t 0 

OjP. 
能

r、
以
下
略
、‘"

大
級
恩
寺
、
通
称
千
本
釈
迦
堂
は
鎌
倉
時
代
の
建
築
で
、
上
京
区
西
陣
の
近

く
に
あ
り
な
が
ら
応
仁
の
乱
や
江
戸
時
代
の
数
回
の
大
火
を
奇
跡
的
に
逃
れ
て

市
内
最
占
の
仏
殿
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
閉
山
ぷ
法
上
人
は
脱
原
秀
衡
の
孫
と

伝
え
、
平
泉
藤
山
氏
と
の
附
係
を
伝
え
る
伝
説
が
あ
る
(
日
二
論
文
に
考
L
M
M
)
。

若
者
黒
川
道
怖
の

『
媒
州
府
誌
』
(
『
点
都
濃
川
』
ト
在
所
収
)
の
寺
院
川
補

地
に
も

「
大
報
思
守
:・
或
一一日
、
A
，・
本
官
雌
似
秀
衡
が
他
つ
る
所
な
り
」
と
芯
さ

の

『
諸
同
年
中
行
事
』
に
よ
る
と
、
今

れ
て
お
り
、
半
保
二
作

(
一
七

一
七
)

宝
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
伝

・
足
利
義
制
の
牛
ぃ
山ド
の
市
総
と
い
う
巨
大
な
取

輪
も
、
告
は
秀
衡
上
裕
の
時
の
牛
市
の
市
輸
と
伝
え
て
い
た
そ
う
で
あ
る

(註

問
)
。
た
だ
し

『
日
次
紀
半
』
は
本
堂
や
手
習
之
奴
は
再
建
さ
れ
た
も
の
で
は
、

山蔭大阪府茨木市 総持寺本堂

中納言の創立した寺

図版一
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と
も
後
段
に
注
記
し
て
お
り
、
実
際
本
堂
は
鎌
倉
時
代
、
秀
衡
没
後
の
建
築
で

あ
る
(
図
版
二
)
。

『
新
修
京
都
叢
書
』
索
引
に
は
藤
原
秀
衡
関
係
の
項
目
が
八
件
も
あ
り
、
東

北
関
係
者
で
は
最
高
で
あ
る
。
『
京
羽
二
重
』
、
『
都
名
所
図
会
』
、
『
薙
州
府
誌
』
、

『
京
都
坊
目
誌
』
な
ど
に
千
本
釈
迦
堂
の
建
立
者
と
し
て
見
え
る
。

ま
た
東
山
の
武
家
平
氏
ゆ
か
り
の
六
波
羅
蜜
寺
の
地
蔵
菩
薩
像
に
つ
い
て

『
山
州
名
鎖
誌
』
(
沙
門
白
慧
撰
・
正
徳
元
年
・
一
七
一
一
刊
行
)
は
諸
説
の

中
に
、
「
又
地
蔵
尊
、
佐
藤
秀
衡
ガ
本
尊
ト
ナ
ッ
テ
奥
州
ニ
安
座
シ
玉
フ
事
ア

リ
」
と
し
、
藤
原
秀
衡
の
念
持
仏
で
あ
っ
た
も
の
が
、
秀
衡
の
死
後
平
泉
に
見

切
り
を
つ
け
た
の
か
「
再
ビ
飛
来
シ
玉
へ
リ
」
都
に
飛
び
帰
っ
て
き
た
と
し
て

い
る
。
明
治
の
『
京
都
坊
目
誌
』
も
六
波
羅
蜜
寺
の
地
蔵
像
の
一
つ
が
奥
州
藤

原
氏
の
も
の
で
、
秀
衡
死
後
泰
衡
に
よ
り
当
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
、
と
い
う
や
や

合
理
的
な
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
伝
説
で
興
味
が
あ
る
の
は
平
泉
藤
原
氏

を
「
佐
藤
」
姓
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
、
「
伊
達
秀
衡
」
「
佐
藤
秀
衡
」
な
ど
と

記
録
し
た
例
の
一
つ
で
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
都
に
お
け
る
平
泉
の
鎮
守
将
軍
藤
原
秀
衡
の
人
気
は
高
い
。

十
八
日

佐
藤
三
郎
兵
衛
嗣
信
忌

二
十
日

佐
藤
忠
信
夫
婦
忌

『
東
山
滑
谷
馬
町
民
家
後
固
有
石
熔
婆
両
基
。
民
間
伝
言
佐
藤
忠
信
夫
婦
之
溶
也
。

F

恩
当
為
古
徳
之
墓
。
見
其
石
塔
面
所
記
則
永
仁
元
年
二
月
二
十
日
正
法
建
之
也
。

今
案
正
法
又
不
知
何
人
也
。
4

一
説
正
法
修
験
道
之
山
伏
也
』

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
一
三
年
十
二
月

こ
の
二
人
は
源
義
経
の
家
臣
で
源
平
争
乱
中
文
治
元
年
屋
島
の
戦
い
で
討
死

し
た
兄
佐
藤
嗣
(
継
)
信
、
義
経
一
行
の
脱
出
後
京
で
鎌
倉
の
追
手
と
闘
い
自

刃
し
た
弟
佐
藤
忠
信
の
兄
弟
で
あ
る
。
江
戸
時
代
東
山
区
常
磐
町
に
あ
り
、
現

在
京
都
国
立
博
物
館
に
移
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
永
仁
元
年
(
正
し
く
は
二
年
。
二
一
九
四
)
銘
の
十
三
重
石
塔
は
『
山

州
名
践
誌
』
に
「
佐
藤
継
信
忠
信
塔
」
と
し
て
、
兄
弟
の
忠
義
に
感
動
し
た
旅

首
が
、オ

シ
マ
ズ
モ
君
ノ
命
ヲ
ツ
ギ
ノ
プ
ノ

形
見
ノ
石
ハ
苔
衣
キ
テ

と
詠
ん
だ
所
、
そ
の
夜
甲
宵
武
者
の
霊
が
あ
ら
わ
れ

オ
シ
ム
ト
モ
ヨ
モ
今
マ
デ
ハ
ナ
ガ
ラ
へ
ジ

身
ヲ
捨
テ
コ
ソ
名
ヲ
パ
ツ
ギ
ノ

プ
と
返
歌
を
し
た
、
と
い
う
伝
承
を
記
録
し
て
お
り
、
『
薙
州
府
誌
』
末
尾
の
「
陵

墓
門
」
に
は
「
二
基
塔
滑
谷
十
三
重
塔
、
土
人
い
わ
く
佐
藤
忠
信
夫
婦
之
塔

也
」
と
あ
り
、
『
都
名
所
図
会
』
(
秋
里
嬢
島
著
・
安
永
九
年
・
一
七
八

O
刊
)

に
も
「
佐
藤
継
信
・
忠
信
供
養
石
塔
婆
」
と
し
て
記
録
さ
れ
、
「
佐
藤
氏
の
兄

弟
は
忠
肝
義
臓
の
人
、
漢
の
紀
信
、
宋
の
天
祥
(
文
天
祥
)
に
も
劣
ら
な
い
義

臣
」
と
さ
れ
て
い
る
。

5 

(
三
月
)

二
四
日
が
壇
ノ
浦
の
戦
い
の
日
と
し
て
安
徳
天
皇
、
平
清
盛
の
妻
時
子
(
二

位
尼
)
、
以
下
討
死
し
た
平
家
の
公
達
の
忌
日
が
並
ぶ
。
東
北
関
係
者
は
伝
説

の
人
小
野
小
町
の
忌
日
が
一
八
日
で
あ
る
。



京
都
歳
時
記
の
中
の
「
み
ち
の
く
」
|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
捕
迫
二
|
|

(
四
月
)

こ
れ
は
新
し
く
始
ま
っ
た
行
事
ら
し
く
『
日
次
紀
事
』
に
記
載
は
な
い
が
、

こ
の
前
後
に
北
山
の
妙
満
寺
で
「
鐙
供
養
」
が
あ
る
。
各
種
観
光
案
内
に
は
四

月
一
九
日
と
あ
る
が
妙
満
寺
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
l
ム
ぺ

l
ジ
に
は

「
毎
年
春
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
鎚
は
銘
文
に
よ
る
と
旧
紀
伊
国
道
成
寺
の
党
錘

で
あ
る
。

現
在
の
和
歌
山
県
日
高
郡
川
辺
町
に
所
在
す
る
道
成
寺
は
お
な
じ
み
安
珍
清

姫
伝
説
の
地
で
あ
り
、
こ
の
党
鐘
は
謡
曲
『
道
成
寺
』
や
歌
舞
伎
の
『
娘
道
成

寺
』
で
、
南
北
朝
時
代
初
期
に
再
鋳
し
た
鐘
を
鐘
楼
に
か
け
た
時
に
清
姫
の
亡

霊
が
出
る
が
、
僧
侶
の
祈
祷
で
追
い
払
わ
れ
た
と
い
う
鐙
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
み

ち
の
く
」
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
と
言
う
と
、
最
初
の
伝
説
で
大
蛇
に
化
し
た

清
姫
の
嫉
妬
の
炎
で
焼
死
す
る
僧
安
珍
は
「
奥
州
か
ら
来
た
修
験
僧
」
と
い
う

設
定
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
道
成
寺
の
案
内
書
に
は
重
文
『
道
成
寺
絵

巻
』
の
詞
書
に
「
自
奥
州
見
目
能
僧
(
お
う
し
ゅ
う
よ
り
の
み
め
よ
き
そ
う
と

が
熊
野
参
詣
の
途
次
、
と
あ
る
と
し
て
お
り
、
現
代
の
解
釈
は
更
に
脚
色
さ
れ

て
白
河
あ
た
り
の
人
と
し
、
「
阿
難
尊
者
(
釈
迦
の
高
弟
で
美
男
子
を
も
っ
て

知
ら
れ
た
)
か
今
業
平
か
」
と
い
う
美
青
年
だ
っ
た
と
あ
る
(
註
五
)
。

黒
川
道
祐
は
『
薙
州
府
志
』
寺
院
門
の
妙
満
寺
の
項
で

「
・
:
方
丈
有
古
銅
鐘
。
紀
州
日
高
郡
道
成
寺
之
鐙
也
。
鐙
外
面
有
。
紀
州
旦
両

郡
矢
田
庄
在
文
武
天
皇
勅
願
所
道
成
寺
冶
鐘
勧
進
比
丘
別
当
法
限
定
秀

檀
那
源
高
寿
丸
並
吉
田
源
頼
秀
合
山
諸
檀
越
男
女
大
工
山
願
道
願
山

延
暦
十
四
年
乙
亥
三
月
十
一
日
。
之
字
」

、、
E

・E

・-
a
F
 

工
大
夫
守
長

と
記
録
し
、
い
つ
寺
に
入
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
党
鎚
が
他
の
寺
に
移
動
す

る
こ
と
は
希
で
は
な
い
、
と
し
て
西
本
願
寺
に
広
隆
寺
、
東
福
寺
に
西
寺
、
日

蓮
宗
妙
覚
寺
に
相
国
寺
の
党
鐙
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
鐙
銘
に
は
読
み

追
い
が
あ
り
、
年
号
は
正
平
十
四
年
(
一
三
五
九
)
が
正
し
い
。

『
山
州
名
蹟
誌
』
は
「
:
・
紀
州
日
高
郡
矢
田
庄
文
武
天
皇
勅
願
導
成
寺
鋳
鐙

・
:
大
工
山
田
道
願
、
小
大
工
夫
守
長
正
平
十
四
己
亥
三
月
十
一
日
」
の
銘
文

を
写
し
、
「
天
正
十
六
年
に
紀
伊
の
国
の
人
よ
り
、
自
宅
の
竹
薮
に
鐘
が
埋
ま
っ

て
い
る
が
、
怪
異
が
あ
る
の
で
党
鐙
の
無
い
寺
に
寄
贈
し
た
い
、
と
申
し
出
が

あ
り
寄
贈
を
受
け
た
。
音
が
悪
い
の
で
改
鋳
し
よ
う
と
し
た
が
煙
が
出
る
な
ど

怪
異
が
あ
り
、
結
局
別
の
鐙
を
作
ら
せ
こ
の
鐘
は
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
」
旨
、

伝
来
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。
『
都
名
所
図
会
』
の
妙
塔
山
妙
満
寺
の
解
説
も

ほ
ぼ
同
じ
話
で
あ
る
が
、
和
歌
山
県
道
成
寺
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
更
に

脚
色
さ
れ
、
「
秀
吉
根
来
寺
攻
め
の
時
仙
石
権
兵
衛
(
秀
久
)
が
陣
鐘
と
し
て

押
収
し
、
の
ち
妙
満
寺
に
寄
進
し
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。

6 

妙
塔
山
妙
満
寺
(
図
版
三
)
は
比
叡
山
学
頭
日
什
上
人
が
日
蓮
の
書
を
読
み
、

帰
依
し
て
康
応
元
年
(
一
三
八
九
)
に
室
町
六
条
に
創
建
さ
れ
、
そ
の
後
現
上

京
区
の
寺
町
二
条
に
移
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
二
年
に
左
京
区
岩
倉
幡
枝
に
移
転

し
た
。
妙
満
寺
派
日
蓮
宗
の
開
祖
と
な
っ
た
日
什
も
み
ち
の
く
会
津
の
人
で
あ

る釈
迦
・
多
宝
如
来
と
日
蓮
聖
人
像
を
ま
つ
る
本
堂
や
、
松
永
貞
徳
ゆ
か
り
の

「
雪
の
庭
」
、
旧
伽
藍
よ
り
移
転
し
た
「
中
川
の
井
」
の
石
製
井
戸
枠
な
ど
が

あ
る
。
党
鐘
は
宝
物
殿
で
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
説
明
板
に
は
更
に
「
仙



京都市左京区に移転した妙満寺図版三

お
秀
久
が
京
都
に
凱
旋
し
た
時
こ
の
錨
が
急
に
重
く
な
り
動
か
せ
な
く
な
っ
た

が
、
当
土
寸
此
首
日
股
上
人
の
法
力
で
怨
念
を
と
き
、
寺
に
納
め
ら
れ
た
」
と
追

を
祈
り
に
参
詣
さ
れ
る
由
で
あ
る
。

加
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
も

「
道
成
寺
」
関
係
の
映
画
、
演
劇
関
係
者
が
安
全

謡
曲

『道
成
寺
』
は
中
世

・
近
世
の
人
々
に
知
ら
れ
て
お
り
、

『
山
州
名
跡

誌
』
は
こ
の
鎚
の
由
来
を

「一端
曲
に
在
り
て
世
の
知
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
し
て

い
る
。
そ
の
謡
曲
で
も
安
珍
は

「
奥
よ
り
熊
野
へ
年
詣
す
る
山
伏
の
あ
り
け
る

が
:・
」
と
な
っ
て
い
る
。
熊
野
修
験
が
東
北
に
も
深
く
広
ま
っ
て
い
た
の
は
知

て
く
る
の
か
、

興
味
深
い。

ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
物
語
の
被
害
者
と
し
て
奥
州
の
修
験
者
が
出

東
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
四
十
五
号
二

O
一
三
年
十
二
月

ち
な
み
に
こ
の
物
語
の
古
い
形
は
平
安
時
代
長
久
年
間
(
一

O
凶

0
1
凹

四
)
に
記
さ
れ
た

『
大
日
本
法
華
経
験
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
紀
伊
国
牟

婁
郡
悪
女
」
で
、
あ
ら
す
じ
は

「二
人
の
沙
門
、
年
長
者
と
若
者
が
、
熊
野
参

指
の
時
牟
些
耶
の
稿
に
泊
ま
っ
た
。
宿
の
女
主
人
の
~
涼
婦
に
若
い
沙
門
が
号一
円い

待
ら
れ
、
逃
げ
た
所
4
Y
M
婦
は
巨
大
な
毒
蛇
に
な
っ
て
追
い
、
道
成
寺
の
鈍
に
隠

れ
た
若
い
沙
門
を
焼
き
殺
し
た
。
の
ち
道
成
寺
の
似
の
夢
枕
に
僧
と
・
以
州
の
お

が
現
れ
て
法
務
経
に
よ
る
供
益
を
頼
み
、
知
事
往
生
し
た
」
と
い
う
話
で
あ
り
、

沙
門
の
名
も
出
身
地
も
な
い
。
こ
れ
は

『
今
昔
物
語
』
の

「
紀
悶
道
成
寺
僧
、

写
法
華
赦
蛇
話
」
も
同
様
で
、
中
世
の

『元
一
与
釈
古
』
に
至
り

「
釈
安
珍
。
居

鞍
馬
寺
。
興
一
比
丘
詣
熊
野
山
:
・」
と
憎
の
名
前
と
出
自
が
出
て
く
る
。
室
町

時
代
の

「
道
成
寺
縁
起
絵
巻
」
が
安
珍
の
出
自
を
奥
州
の
人
と
す
る
枇
初
の
文

献
の
織
で
あ
る
。
本
書
で
は
宿
の
寡
婦
が
宿
の
娘
に
な
る
が
、

「
消
航
」
の
名

7 

前
は
江
戸
時
代
以
後
の
命
名
だ
と
い
う
。

道
成
寺
絵
巻
を
使
っ
た
絵
解
き
は
現
在
で
も
摸
本
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
人
々
に
よ
っ
て
安
珍
は
奥
州
の
人
と
宣
伝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

道
成
寺
に
は
今
も
錨
楼
の
跡
に
安
珍
の
塚
が
残
っ
て
い
る
が

(図
版
凹
)
、
彼

が
東
北
の
人
と
言
う
伝
え
を
知
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
(
註
六
)
。

H毎
日

源
義
経
忌

{附
…
照
明
日

武
蔵
坊
弁
慶
忌

『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
(
一

一
八
九
)
五
月
二
二
日
に

「
去
間
四
月
晦
日
、

於
民
部
少
輔
館
」
で
奥
州
(
義
経
)
を
諒
し
た
と
奥
州
よ
り
飛
脚
が
入
っ
た
と

記
し
、
『尊
卑
分
脈
』
は

「間
同
月
二
十
九
日
於
平
泉

一
衣
川
館
を
焼
き
、
自



京
郷
歳
時
記
の
小
の

「
み
ち
の
く
」
|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
補
選
二
|

|

道成寺にあ和歌山県日高郡川辺町

る安珍塚

図版四

害
し
た
と
あ
る
。
都
人
に
人
気
の
あ

っ
た
英
雄
が
み
ち
の
く
で
落
命
し
た
。
武

蔵
坊
弁
慶
も
実
在
の
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(五
月
)

」
の
月
は
大
坂
夏
の
陣
が
あ
り
、

そ
の
戦
死
者
の
忌
日
に
混
じ
り

七
日

真
田
左
衛
門
信
仰
思

『妙
心
守
回
開
桃
院
有
焼
。
又
間
安
寺
4

F

大
珠
院
修
之
。
号
ト
〈
光
院
辺
自

』

と
あ
る
。
真
田
信
仰
は
、
今
は

「
信
繁
」
が
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
大
坂
方

の
名
将
真
悶
左
衛
門
尉
幸
村
の
別
名
で
あ
る
。

妙
心
寺
塔
頭
の
蝦
桃
院
は
豊
臣
秀
吉
の
五
奉
行
の
一

人
前
田
玄
以
が
妙
心
寺

七
九
世

一
宙
東
黙
を
側
頭
と
し
て
建
立
、
二
世
雲
居
希
附
が
伊
達
政
宗
の
帰
依

を
受
け
た
の

で
江
戸
時
代
に
は
仙
台
伊
達
家
の
維
持
す
る
所
と
な
っ
た
。
伝

-

衆
楽
第
の
玄
関
や
同
地
か
ら
移
転
し
た
と
い
う
刻
印
入
り
の
敷
石
が
あ
り
、

門

に
は
伊
述
家
の
九
曜
紋
の
瓦
が
茸
か
れ
て
い
る
。
ま
た
伊
達
家
家
紋
入
り
の
法

具
、
伊
達
政
宗
公
夫
妻
の
画
像
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
い
る
(
図
版
五
)。

京都市北区妙心寺 婚桃院五に九

曜星紋がある。門の敷石には刻字が

あり、緊楽第の旧石材と伝える

8 

図版五

そ
こ
に
大
坂
夏
の
陣
の
宿
敵
、
道
明
寺
で
大
坂
方
を
圧
倒
し
て
進
撃
し
て
来

は
何
故
だ
ろ
う
か
。
『
増
補

た
伊
達
政
宗
軍
を
食
い
止
め
押
し
返
し
た
と
い
う
真
田
幸
村
の
位
牌
が
あ
る
の

妙
心
寺
史
』
(註
七
)
に
は

「
(
一
宙
東
黙
の
)

法
嗣
雲
居
が
二
世
と
な
り
伊
達
政
宗
公
の
帰
依
す
る
所
と
な
り
、
松
山
の
端
巌



寺
に
請
ぜ
ら
れ
た
関
係
よ
り
同
院
第
二
の
壇
越
は
政
宗
と
し
て
ゐ
る
」
と
、
松

島
瑞
巌
寺
の
伊
達
政
宗
像
の
写
真
を
掲
載
し
て
説
明
し
、
政
宗
以
後
の
両
院
を

「
後
幡
桃
院
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
後
鰭
桃
院
の
章
で
は
雲
居
は
も
と
佐
蔵
主

と
い
う
武
士
で
、
大
坂
の
陣
で
豊
臣
方
と
し
て
戦
っ
た
の
で
、
あ
わ
や
落
人
狩

り
に
か
か
る
所
を
小
幡
且
恩
恵
や
一
宙
東
黙
の
奔
走
で
希
腐
と
名
を
変
え
て
助

か
っ
た
と
い
う
説
を
述
べ
て
い
る
。
黒
川
道
祐
は
元
和
九
年
の
生
ま
れ
で
あ
る

か
ら
、
ま
だ
大
坂
の
陣
の
記
憶
が
残
っ
て
い
る
人
々
の
間
で
育
ち
、
こ
の
よ
う

な
当
時
と
し
て
は
不
穏
な
話
題
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

或
い
は
こ
の
よ
う
な
記
述
が
『
日
次
紀
事
』
が
禁
書
目
録
入
り
に
さ
れ
た
原

因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
三
日

坂
上
田
村
丸
忌
{
附
ぷ
割
問
鑓
齢
蛸
}

東
北
の
蝦
夷
戦
争
を
ほ
ぼ
終
結
さ
せ
た
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
の
命
日

で
あ
る
。
山
科
の
墓
は
明
治
以
後
ロ
シ
ア
と
の
北
方
情
勢
が
厳
し
く
な
っ
た
時

に
整
備
さ
れ
た
の
で
疑
問
と
す
る
説
も
あ
る
。
清
水
寺
は
京
都
を
代
表
す
る
寺

院
で
あ
る
が
、
比
叡
山
の
近
く
に
あ
り
な
が
ら
興
福
寺
末
寺
で
あ
り
、
延
暦
寺

や
そ
の
宮
寺
、
祇
園
八
坂
神
社
(
観
応
院
)
と
何
度
も
争
っ
て
焼
亡
再
建
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
田
村
麻
呂
関
係
の
古
い
遺
品
は
残
っ
て
い
な
い
。

大
和
国
長
谷
寺
の
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
で
は
「
桓
武
天
皇
御
宇
、
東
夷
起
コ
ッ

テ
我
朝
ヲ
侵
サ
ン
ト
シ
テ
常
陸
国
マ
テ
貫
入
」
っ
た
の
を
征
夷
大
将
軍
坂
上
田

村
麻
呂
が
長
谷
観
音
の
分
身
が
変
身
し
た
葦
毛
の
名
馬
に
乗
っ
て
戦
い
敗
走
さ

せ
、
戦
勝
記
念
に
新
長
谷
寺
と
奥
州
六
観
音
を
創
建
し
た
、
と
勇
ま
し
く
紹
介

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
一
三
年
十
二
月

し
て
い
る
が
、
京
都
の
人
に
と
っ
て
の
坂
上
田
村
麻
自
は
清
水
寺
の
壇
越
で
、

謡
曲
『
田
村
』
で
伊
勢
参
宮
の
難
所
鈴
鹿
峠
の
盗
賊
を
清
水
観
音
の
助
力
を
受

け
て
退
治
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
武
士
の
最
高
位
と
し
て
の
征
夷
大
将
軍

や
、
北
方
防
衛
な
ど
の
象
徴
と
な
る
の
は
ま
だ
後
の
時
代
、
明
治
以
後
の
大
祭

で
あ
る
平
安
神
宮
時
代
祭
行
列
の
最
期
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で

あ
る
。二

四
日

瑞
巌
寺
貞
山
禅
利
忌
{
帥
艶
一
一
酬
朝
間
一
一
髄

r胡
}

東
北
地
方
の
戦
国
大
名
伊
達
政
宗
で
あ
る
が
、
京
都
に
も
長
期
間
滞
在
し
、

外
様
の
雄
落
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

新
京
極
誓
願
寺
と
い
え
ば
浄
土
宗
西
山
派
の
本
山
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
こ
で

法
要
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
政
宗
が
京
都
に
往
還
し
て
い
た
時
代
の
誓
願

寺
法
主
は
軽
妙
酒
脱
な
法
語
で
知
ら
れ
、
「
落
語
の
祖
」
と
も
称
さ
れ
た
安
楽

庵
策
伝
で
あ
り
、
桂
離
宮
の
智
仁
親
玉
、
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
近
衛
信
尋

(
応
山
・
後
陽
成
天
皇
皇
子
)
、
烏
丸
光
広
、
西
洞
院
時
慶
な
ど
京
都
の
文
学

サ
ロ
ン
の
人
々
と
交
友
し
、
贈
答
歌
が
残
っ
て
い
る
。
鈴
木
裳
三
『
安
楽
庵
策

伝
ノ

l
ト
(
註
八
)
』
に
は
酉
年
(
寛
永
一

O
年
・
二
ハ
三
三
)
上
洛
し
た
仙

台
中
納
言
政
宗
と
の
贈
答
歌
と
し
て
「
策
伝
自
筆
家
集
」
に

さ
ぞ
や
都
の
春
そ
お
も
し
ろ

9 

あ
づ
ま
が
た
都
の
す
ま
ゐ
も
花
盛

政
e2 
万言

君
が
詞
の
花
を
見
ん
と
は

策
伝

春
過
て
し
げ
る
青
葉
に
お
も
ひ
き
や

送
り
く
る
御
法
の
華
に
詠
(
な
が
め
)
れ
ば

政
宗

こ
れ
ぞ
安
楽
世
界
な
る
べ
し



h

以

m成
時
必
の
小
の

1

み
ち
の
く
L
|

|

さ
さ
げ
け
る
御
法
の
花
の
色
よ
り
も

み
や
こ
と
み
ち
の
く

山
削
滋
.
.
 

ー

ー

刑
た
へ
な
る
は
れ
が
汗
の
必

策
伝

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
は

『
点
山
公
治
家
記
録
』一一
.二
巻
に

「
安
楽
雌
教
伝
」
と
比
え
る
の

が
策
伝
で
あ
る
と
考
証
し
、
市
山
織
部
と
の
関
係
で
交
際
が
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。
持
願
寺
竹
林
院
は
策
伝
が
長
老
と
し
て
隠
居
し
て
い
た
塔
顕
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
政
宗
を
似
ぷ
法
裂
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
京
都
寺
町
に
広

大
な
守
地
を
持
っ
て
い
た
問
守
は
明
治
の
新
京
極
設
定
で
小
鋭
艇
に
な
り
、
今

は

「一
M
M時」
が
説
話
家
の
日
仰
を
集
め
て
い
る

(凶
版
六
)
。

伊達政宗の京都市上京区 誓願寺

法要が行われていた

図版六

(
h

ハ
川
)

六
日

稲
仲
間
代
旅
峨
忌

『悦
輔
副
辿
歌
師
法
締
結
峨
也

4

F
H

r

武
厳
同
市
・川
辺
制
川
明
年
』

猪
苗
代
兼
峨

(持
政
と
も
冷
く
)
は
会
津
山
身
の
述
歌
師
で

『新
撲
菟
玖
波

集
』
の
編
纂
に
も
協
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
子
の
北
如
も
郁
で
前
躍
し
、
天
正

十
年

(
一
瓦
八
二
)
の
明
利
光
秀
の
愛
宕
丙
削
述
秋
に
参
加
し、

川V
述
家
に
も

辿
歌
、
和
歌
の
削
附
と
し
て
出
入
し
た
。
ぷ
如
の

f
必
与
は
近
衛

U
Yか
ら
古

今
伝
伎
を
受
け
て
い
る

(荘
九
)
。
知
的
代
家
は
伊
述
・
米
お
抱
え
と
な
り
、

伊

述
政
宗
の
会
作
柄

t
凶仰
の
戦
い
を
揃
い
た
仙
台
泌
の
創
作
能

『捌
上
』
に
も
会

作
と
伊
述
・
米
ゆ
か
り
の
辿
歌
仰
と
し
て
な
場
す
る
。

10 

(ヒ
川
)

新
府
で
は
月
遅
れ
の
七
月
が
八
坂
神
社
の
祇
岡
祭
で
、
現
在
の
京
都
は
山
鉾

巡
行
を
ピ

l
ク
に
七
月
一
体
祇
園
祭
の
諸
行
事
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
は
六
月

で
あ
っ
た
。
七
月
は
盆
行
事
が
集
中
す
る
。
大
文
字
送
り
火
は
七
月
十
六
日
で

あ
っ
た
。

)L 
n 

仏
智
仰
仰
山
史
君
主
忌

『点
M
加
U

ザ.止
党
山
庵
仰
也
a

伊
途
川
崎
人
木
郎
政
依
悠
取
ハ
平
押
4
4
1
A
h
開
d

FM
m
U
3r院
安
=
.
年
今
日
沼
化
。
政
依
亦
川
作
中
川
川
川
口
逝
去

』

山
史
主
主
は
誼
号
仏
智
抑
師
。
同
日
が
伊
法
家
凶
代
当
主
伊
述
政
依
の
命
日
で

も
あ
る
。



鎌
A
M
時
代
の
伊
述
政
依
が
東
福
寺
五
世
山
史
川
・
品
川
・
五
に
制
依
し
、
伊
述
耶
に
東

日
国
守
、
光
明
寺
、
満
勝
寺
、
観
点円
寺
、
光
柿
寺
を
挫
て
、
対
し
く
も
禅
師
と
同

年
同
月
向
日
(
正
安
-一
.
年
(
一
一ニ

O
一
)
七
月
九
円
)
に
死
ん
だ
と

『
伊
述
正

統
世
次
考
』
『
克
政
諸
家
系
図
伝
』
な
ど
伊
述
家
の
記
録
に
も
政
依
の
現
に
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
京
福
寺
に
搭
顕
正
党
庵
を
挫
立
し
虫
記
を
開
創
に
迎
え
た

ん
」
&
め
守
A
V

。

大
本
山
米
招
禅
寺
編

『
米
稲
寺
誌
』
(註

一
O
)
は
附
和
ア八
年
に
編
纂
さ
れ

た
編
年
体
の
寺
史
で
あ
る
が
、
正
応
二
年

O
(月
H
不
明
)
「
奥
州
太
守
伊
達

政
依
、
東
師
寺

wm顕
正
党
俺
を
訓
め
山
史
虫
主
を
閉
山
に
請
す

司
法
山
哲

記
』
)
」
と
あ
り
、
ま
た

『
仏
智
禅
師
伝
』
に
よ
る
と
し
て

「
(
慧
芸
は
)
宋
よ

東
北
文
化
研
究
所
紀
州
立

第
四
十
五
号

正覚庵東福寺京都市東山区

伊達政依創建

図版七

二

O
一
三
年
十
二
月

り
μ
即
削
別
し
て
承
天
、

地

時

『奥
州
刺
使
伊
述
凶
悦
従
.h内川
ド
必
人
ぶ
鮒
必
似
政
依
、
向
討

対
日
河
川
V
述
仰
に
泌
粉
、
米
ハ
、
光
明
、
鋭
利
H
、
興
制
の
五
カ

等
の
名
刺
に
保
住
」
と
し
て
い
る
。

'p.、目立H
H

、

足
円
お
H

与
を
糊
〔
は
じ
)
め
帥
を
閉
山
に
請
4

す
。
附
由民
州
に
U
け
す
る
こ
と
ト
カ
年
也
』

本
代
u
に
は
正
党
庵
が
庇
長
六
年
に

(前
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
焼
失
し
た
)

伏
見
城
の
古
材
で
再
建
さ
れ
た
と
の
記
引
が
あ
り
、
ま
た
明
治
末
則
に
碓
井
小

三
郎
が
京
都
各
町
の
地
誌
を
組
め
、
『
京
都
道
者
』
に
よ
っ
て
大
正
五
年
に
山

版
さ
れ
た

『
京
都
坊
目
誌
』
に
は
現
在
の
正
党
山
崎
は

「
明
治
十
五
年
隣
接
す
る

正
統
院
を
合
わ
せ
て
正
党
崎
と
し
た
。
元
の
正
覚
山
地
は
北
西
の
ん
子
正
党
の
地
」

だ
と
あ
る
、
筆
塚
で
知
ら
れ
る
現
在
の
正
党
庵
に
至
る
ま
で
は
騒
々
の
興
・凶胞が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
図
版
七
)。

因
み
に

『
京
都
坊
白
誌
』
に
は
上
京
区
間
堂
町
は
慶
長
年
中
の

「
伊
述
正
宗

の
邸
」
で
あ
っ
た
と
記
し
、
東
山
背
蓮
院
の
白
占
院
も
伊
達
政
宗
の
寄
進
と

な
っ
て
い
る
。
背
・述
院
は
明
治
二
六
年

(一

八
九
三
)
に
全
焼
し
て
お
り
、
大

11 

阪
空
襲
で
焼
失
し
た
旧
国
宝
願
泉
寺
升
院

・
茶
室
同
様
に
現
存
し
て
い
れ
ば
上

方
に
名
を
践
す
こ
と
が
出
来
た
の
に
残
念
で
あ

っ
た
。
中
世
に
上
格
し
黄
金
や

名
馬
を
権
門
に
寄
進
し
た
伊
達
家
代
々
の
当
主
に
も
こ
の
よ
う
な
ゆ
か
り
の
建

築
が
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
消
え
て
、
政
宗
の
他
は
名
も
伝
承
も
残
ら
な
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

(八
月
)

九
日

雲
居
和
尚
忌

{附峨…
m

一

妙
心
寺
か
ら
伊
達
政
宗
に
招
か
れ
絵
島
瑞
巌
寺
の
住
職
と
な
っ
た
雲
居
希
剛
山



京
都
歳
時
記
の
中
の
「
み
ち
の
く
」
|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
補
遺
二
|
|

の
命
日
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
播
桃
院
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
数
奇
な
運
命
を

た
ど
っ
た
名
僧
で
あ
っ
た
。

(
九
月
)

二
口
μ

藤
原
泰
衡
忌
{
時
蛸
一
括
刊
行
口
或
}

源
頼
朝
の
平
泉
征
伐
で
藤
原
泰
衡
は
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
(
一
一
八
九
)

九
月
六
日
に
家
臣
の
河
田
次
郎
が
陣
岡
の
頼
朝
に
顎
を
届
け
た
と
記
さ
れ
、
同

八
日
条
に
は
「
今
月
三
日
打
取
候
」
と
あ
る
。

(
十
月
)

二
十
九
日

鎮
守
府
将
軍
藤
秀
衡
忌
{
牧
時
Ff.}

平
泉
の
藤
原
秀
衡
を
鎮
守
将
軍
と
し
て
記
録
し
て
い
る
。
秀
衡
は
『
吾
妻
鏡
』

『
玉
葉
』
と
も
に
十
月
二
十
九
日
卒
と
し
て
い
る
。
京
都
に
は
判
官
晶
員
か
源

義
経
と
幼
時
の
牛
若
丸
に
因
む
地
名
や
名
所
が
あ
り
、
上
京
の
首
途
八
幡
神
社

の
よ
う
に
平
泉
の
黄
金
商
人
金
売
吉
次
の
遺
跡
も
あ
る
。
『
今
昔
物
語
』
の
時

代
か
ら
陸
奥
は
黄
金
の
園
、
憧
れ
の
国
で
あ
っ
た
が
、
後
白
河
法
皇
が
藤
原
秀

衡
を
嘉
応
二
年
(
一
一
七

O
)
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
(
『
兵
範
記
』
)
、
九
条
兼

実
『
玉
葉
』
に
「
奥
州
の
夷
秋
秀
平
任
鎮
守
府
将
軍
。
乱
世
之
基
也
」
と
言
わ

れ
た
の
は
関
東
の
源
頼
朝
を
背
後
か
ら
牽
制
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
攻
撃
さ
せ

る
事
も
考
慮
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
木
曽
義
仲
や
源
義
経
の
軍
が
都
に

向
か
っ
た
時
に
は
「
秀
衡
が
奥
州
の
軍
数
万
騎
を
率
い
て
白
河
の
闘
を
越
え

た
」
と
い
う
噂
が
都
に
流
れ
た
こ
と
は
『
玉
葉
』
に
も
見
え
て
い
る
。

源
義
経
と
藤
原
秀
衡
の
人
気
が
高
い
の
は
、
或
い
は
京
都
の
人
か
ら
見
れ

ば
、
都
育
ち
の
義
経
と
奥
州
の
王
者
秀
衡
が
も
う
少
し
頑
張
れ
ば
鎌
倉
に
武
家

政
権
の
成
立
は
な
く
、
院
政
期
ど
こ
ろ
か
延
喜
・
天
暦
の
治
の
よ
う
な
理
想
的

古
代
貴
族
社
会
が
再
来
し
た
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
見
果
て
ぬ
夢
の
象
徴
が

九
郎
判
官
義
経
で
あ
り
、
鎮
守
府
将
軍
秀
衡
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
十
一
月
)

十
二
日

『
歌
人
也
。
長
徳
四
4

F

年
今
日
於
奥
州
死
』
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藤
原
貫
方
忌

歌
人
藤
原
賀
方
は
陸
奥
守
在
任
中
、
長
徳
四
年
(
九
九
八
)
に
名
取
郡
笠
島

の
道
祖
神
の
前
を
騎
馬
で
横
切
っ
た
の
で
神
罰
を
受
け
て
没
し
た
と
言
う
伝
説

が
あ
る
。
歌
枕
の
地
東
北
に
あ
こ
が
れ
て
そ
こ
で
死
ん
だ
と
い
う
、
都
人
の
み

ち
の
く
へ
の
憧
れ
を
象
徴
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

二
十
九
日

安
倍
貞
任
同
宗
任
忌

『
陸
奥
話
記
』
で
は
前
九
年
役
の
安
倍
貞
任
の
討
死
は
康
平
五
年
(
一

O
六

一
一
)
九
月
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
に
斬
首
さ
れ
首
を
都
に
送
ら
れ
た
の
は
貞
任
、

重
任
、
亘
理
経
清
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
が
、
安
倍
宗
任
は
許
さ
れ
て
伊
予
に
流



さ
れ
、
松
浦
党
の
先
祖
に
な
っ
た
、
中
園
地
方
の
安
倍
氏
も
そ
の
子
孫
で
あ
る

と
い
う
説
も
あ
る
。

奥
州
十
二
年
合
戦
は
武
家
の
実
力
を
都
に
見
せ
る
と
同
時
に
、
源
義
家
と
安

倍
貞
任
の
戦
場
に
お
け
る
和
歌
の
応
答
、
都
に
連
行
さ
れ
た
宗
任
が
貴
族
た
ち

の
前
で
「
わ
が
国
の
梅
の
花
と
は
見
つ
れ
ど
も
大
宮
人
は
い
か
が
言
う
ら
ん
」

と
詠
じ
て
舌
を
巻
か
せ
た
な
ど
の
伝
説
が
あ
る
よ
う
に
、
東
国
武
士
の
教
養
の

高
さ
を
示
し
た
戦
で
も
あ
っ
た
。
京
都
と
丹
波
の
境
に
安
倍
貞
任
の
遺
骸
を
細

分
し
て
埋
め
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
こ
と
は
前
に
報
告
し
た
が
、
源
氏
の
宿
敵

の
猛
将
と
言
う
以
上
の
魔
性
の
力
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
(
註

一一)。
月
末
の
、
そ
の
月
内
の
日
の
干
支
に
よ
る
行
事
、
季
節
の
風
物
な
ど
を
ま
と

め
た
箇
所
に
「
越
前
、
越
後
及
奥
州
仙
台
飯
盟
引
」
と
あ
る
。
搬
は
「
ケ
イ
」

で
川
魚
の
名
前
で
あ
る
が
、
前
後
の
意
味
か
ら
塩
鮭
で
あ
ろ
う
。
京
都
は
内
陸

部
で
鮮
魚
の
入
手
が
至
難
だ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
奥
州
の
海
産
物

の
記
事
は
こ
こ
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。

(
十
二
月
)
は
年
末
行
事
が
中
心
で
忌
日
自
体
が
少
な
い
が
、
東
北
関
係
の
記

事
が
一
つ
あ
る
。

五
日

『
伊
述
左
京
大
夫
晴
宗
而
中
d

F

納
言
政
宗
朋
之
組
父
也
』

乾
徳
院
保
山
道
祐
忌

伊
達
晴
宗
、
乾
徳
院
は
天
正
五
年
(
一
五
七
七
〉
十
二
月
五
日
に
五
九
歳
で

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
二
二
年
十
二
月

没
し
た
。
本
書
に
忌
日
が
出
て
い
る
の
は
京
都
の
ど
こ
か
の
寺
院
に
墓
や
供
養

塔
が
あ
る
か
、
位
牌
が
安
置
さ
れ
命
日
に
法
事
が
行
わ
れ
て
い
た
人
物
で
あ

る
。
黒
川
道
祐
の
本
書
に
先
立
つ
著
作
、
『
薙
州
府
志
』
は
最
後
に
「
陵
墓
門
」

の
章
を
設
け
て
、
山
城
圏
内
の
天
皇
陵
、
皇
族
・
貴
族
の
墓
、
有
名
人
の
墓
や

供
養
塔
の
所
在
地
を
記
録
し
、
妙
心
寺
の
武
田
信
玄
・
勝
頼
、
真
田
信
仰
の
塔

な
ど
も
詳
細
に
調
査
・
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
伊
達
晴
宗
の
塔
や
位
牌

は
出
て
こ
な
い
。

伊
達
晴
宗
と
都
の
関
係
と
し
て
は
『
寛
政
重
修
家
譜
』
の
伊
達
氏
系
図
に
、

晴
宗
の
弟
の
「
康
甫
大
有
和
尚
一
風
軒
」
が
い
た
と
し
、
「
僧
と
な
り
法

を
広
智
和
尚
に
学
び
東
昌
寺
に
住
す
。
の
ち
東
福
寺
に
移
転
し
庵
を
正
覚
庵
の

側
に
む
す
び
て
住
し
一
風
軒
と
号
す
。
の
ち
こ
の
庵
を
東
昌
寺
の
う
ち
に
・
つ
つ

し
て
こ
れ
に
を
る
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
縁
で
東
福
寺
か
そ

13 

の
塔
頭
正
覚
院
が
晴
宗
の
法
事
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

伊
達
晴
宗
・
大
有
康
甫
の
父
伊
達
植
宗
は
陸
奥
国
守
護
に
任
じ
ら
れ
、
「
塵

芥
集
」
の
制
定
や
京
文
化
の
導
入
で
も
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
都
に
行

事
は
な
い
。
『
性
山
公
治
家
記
録
』
に
は
大
有
和
尚
が
永
禄
八
年
(
一
五
六
五
)
、

隠
居
先
の
伊
具
郡
丸
森
城
に
七
八
歳
で
死
ん
だ
伊
達
植
宗
・
智
松
院
直
山
円
入

の
菩
提
の
た
め
政
宗
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
東
昌
寺
に
智
松
院
を
建
て
た
と
あ

る
。
ま
た
幼
時
の
伊
達
政
宗
の
師
と
し
て
東
福
寺
出
身
の
名
僧
、
虎
哉
宗
乙
を

招
聴
し
た
の
も
こ
の
大
有
康
甫
で
あ
る
。

伊
達
晴
宗
は
父
積
宗
と
天
文
の
大
乱
を
戦
っ
た
戦
国
大
名
と
し
て
都
に
も
そ

の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
亀
岡
市
の
伊
達
輝
宗
夫
妻
の
伝
説
(
註



京
都
歳
時
記
の
中
の
「
み
ち
の
く
」
|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
補
遺
-
丁
|

一
一
)
同
様
、
み
ち
の
く
人
に
と
っ
て
は
気
に
な
る
記
事
で
あ
る
。

以
上
で
『
日
次
紀
事
』
と
そ
の
周
辺
の
東
北
の
記
事
を
見
終
え
た
が
、
こ
の

書
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
初
期
の
都
の
人
々
の
都
以
外
へ
の
関
心
を
見
る
と
、

天
皇
・
皇
族
は
都
の
地
で
あ
る
か
ら
当
然
と
し
て
も
、
戦
国
時
代
の
地
方
大
名

の
忌
日
は
都
に
評
判
の
高
か
っ
た
上
杉
謙
信
(
三
月
一
三
日
)
、
武
田
信
玄
(
四

月
十
二
日
)
な
ど
の
他
は
少
な
く
、
外
国
人
に
至
っ
て
は
儒
学
、
仏
教
関
係
者
、

例
え
ば
釈
迦
(
仏
滅
・
二
月
十
五
日
)
、
孔
子
(
四
月
一
一
日
)
、
布
袋
和
尚
(
三

月
三
日
)
、
達
磨
大
師
(
十
月
五
日
)
、
漢
訳
仏
経
で
知
ら
れ
る
鳩
摩
羅
什
(
八

月
九
日
)
な
ど
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
中
で
東
北
人
の
記
事
が
こ
れ
だ

け
見
ら
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
京
都
の
人
々
は
東
北
地
方
に
並
々

な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。

(
註
凹
)
操
居
子
『
諸
国
年
中
行
事
』
続
日
本
随
筆
大
成
所
収
二
月
九
日
条

「
今
の
本
堂
は
奥
州
の
秀
衡
建
立
」
「
秀
衡
上
絡
の
車
の
輪
と
て
当
寺
に
あ
り
」

(
註
五
)
和
歌
山
県
川
辺
町
道
成
寺
の
宝
物
解
説
。
お
よ
び
道
成
寺
護
持
会
『
道
成
寺
絵

と
き
』
。

福
島
県
白
河
市
の
「
安
珍
・
消
姫
」
を
歌
っ
た
念
仏
唄
や
手
盤
歌
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

(
註
六
)
道
成
寺
関
係
記
事
の
文
献
を
ま
と
め
て
お
く

「
紀
伊
国
牟
牟
婁
郡
悪
女
」
『
本
朝
法
華
験
記
』
(
大
日
本
法
華
経
験
記
)
続
群

書
類
従
第
八
輯
上
伝
部
六
巻
第
一
九
四

「
紀
国
道
成
寺
僧
、
写
法
華
救
蛇
話
」
『
今
昔
物
語
』
岩
波
新
日
本
古
典
文
学

大
系
三
五
今
昔
物
語
三
平
成
五
年

「
願
雑
十
之
四
霊
怖
六
安
珍
」
『
元
享
釈
書
』
巻
一
九

第
三
一
巻
昭
和
二
ハ
年
版
に
よ
る

新
訂
増
補
国
史
大
系

小
松
茂
美
『
続
日
本
の
絵
巻

社
平
成
四
年

な
お
、
こ
の
銘
は
鋳
出
で
な
く
タ
ガ
ネ
彫
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
疑
問
視
す
る

話
も
あ
る
と
聞
い
た
。

(
註
七
)
川
上
孤
山
『
増
補
妙
心
寺
史
』
京
都
思
文
閣
昭
和
五
八
年
再
刊

(
註
八
)
鈴
木
裳
三
『
安
楽
庵
策
伝
ノ
l
ト
』
東
京
堂
昭
和
四
九
年

(
註
九
)
綿
抜
盛
昭
『
近
世
前
期
猪
苗
代
氏
の
研
究
』
新
典
社
研
究
叢
書
平
成
一

O
年

(註一

O
)
大
本
山
東
福
禅
寺
編
『
東
福
寺
誌
』
昭
和
五
年
。
昭
和
五
四
年
京
都
思
文
閣

再
刊

(
註
一
一
〉
野
崎
準
「
境
界
の
東
北
人
た
ち
」
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
因

四
平
成
二
四
年

二
四
桑
実
寺
縁
起
・
道
成
寺
縁
起
』
中
央
公
論

四

平
安
京
か
ら
見
た
み
ち
の
く
の
人
々

14 

平
安
遷
都
か
ら
明
治
維
新
ま
で
、
文
字
通
り
千
年
の
首
都
で
あ
っ
た
京
都
の

東
北
と
の
か
か
わ
り
を
追
っ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
の
歳
時
記
に
も
東
北
へ
の

関
心
が
見
ら
れ
る
と
気
が
付
き
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
『
日
次
紀
事
』
を
検
索

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
見
つ
か
っ
た
。

平
安
時
代
以
後
の
都
と
み
ち
の
く
の
関
係
が
中
世
、
近
世
に
も
継
続
し
て
い

る
こ
と
が
本
書
の
記
事
と
そ
の
周
辺
を
探
索
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
た
と
考
え

る。
第
一
は
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
で
あ
る
。
平
安
選
都
の
大
事
業
が
「
征

夷
と
造
作
」
だ
と
い
う
時
代
の
記
憶
は
中
・
近
世
に
は
大
分
薄
れ
、
坂
上
田
村

麻
呂
の
伝
説
は
謡
曲
『
田
村
』
の
主
人
公
の
よ
う
に
清
水
観
音
の
霊
験
で
鈴
鹿



山
の
盗
賊
を
退
治
し
た
、
あ
る
い
は
清
水
寺
の
創
建
に
力
を
尽
く
し
た
、
程
度

の
印
象
し
か
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
東
山
の
将
軍
塚
伝
説
、
中
世

武
士
に
信
仰
の
扱
っ
た
勝
軍
地
蔵
な
ど
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

平
安
京
成
立
時
の
名
将
で
あ
る
が
、
被
征
服
地
の
東
北
で
も
父
苅
田
麻
呂
、

妻
(
?
)
の
立
烏
帽
子
御
前
と
共
に
怪
物
悪
路
玉
、
悪
事
の
高
丸
な
ど
と
闘
う

幻
想
的
な
英
雄
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
長
い
時
間
の
経
過
に
よ
り
物

語
の
主
人
公
と
し
て
変
容
を
遂
げ
た
人
物
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
に
は
平
泉
藤
原
氏
三
代
で
、
圧
倒
的
に
関
連
す
る
名
所
や
伝
承
が
多
い

の
は
三
代
目
の
鎮
守
将
軍
藤
原
秀
衡
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
家
追
討
の
主
役
を
演

じ
な
が
ら
悲
劇
の
最
期
を
遂
げ
た
源
義
経
と
も
関
係
し
、
本
文
で
考
察
し
た
よ

う
に
、
都
の
理
解
者
で
あ
り
、
或
い
は
強
力
な
武
力
で
武
家
政
権
の
成
立
を
阻

み
、
院
政
時
代
ど
こ
ろ
か
延
喜
・
天
暦
の
治
の
夢
を
復
活
で
き
た
か
も
知
れ
な

い
、
と
い
う
中
世
以
後
の
都
の
人
々
の
見
果
て
ぬ
夢
を
託
し
た
幻
か
と
考
え
た

そ
う
考
え
る
と
、
第
三
は
外
様
大
名
で
徳
川
家
を
倒
せ
る
実
力
の
あ
る
、
か

の
秀
衡
の
後
継
者
と
み
な
さ
れ
た
の
が
伊
達
政
宗
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
武
力
が
西
国
大
名
に
知
れ
渡
っ
た
の
は
大
坂
夏
の
陣
道
明
寺
の
合
戦
で
あ

り
、
騎
馬
隊
数
百
騎
は
大
坂
方
の
弓
鉄
泡
・
長
柄
の
槍
の
精
鋭
を
圧
倒
し
、
真

田
信
繁
(
信
仰
・
幸
村
)
に
押
し
返
さ
れ
た
と
は
言
え
、
真
田
方
も
被
害
が
ひ

ど
く
、
以
後
大
坂
方
は
組
織
的
抵
抗
力
を
失
っ
た
。
ま
た
徳
川
三
代
将
軍
家
光

の
就
任
に
当
た
っ
て
は
「
徳
川
家
に
弓
を
引
く
も
の
は
ま
ず
伊
達
家
が
相
手
を

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
五
号

二
O
一
三
年
十
二
月

す
る
」
と
演
説
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
ほ
ど
の
実
力
者
と
さ
れ
て
い
た
(
註
一
二
)
。

『
伊
達
治
家
記
録
』
に
名
香
「
柴
舟
」
入
手
を
廻
る
細
川
忠
利
・
宮
中
と
の

関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
『
翁
草
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

都
人
の
聞
に
は
「
長
崎
に
渡
っ
た
名
香
を
細
川
忠
興
(
三
斎
)
と
伊
達
政
宗
が

争
い
、
細
川
が
良
い
方
を
取
っ
た
。
こ
れ
は
後
水
尾
天
皇
に
も
献
上
さ
れ
た
。

色
々
の
異
説
が
あ
る
」
と
、
香
木
を
廻
り
外
様
の
雄
藩
と
宮
中
を
結
び
つ
け
た

話
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
噂
が
流
れ
た
の
も
、
都
人
の
秀
衡
の
伝
説
に

ほ
の
か
に
つ
な
が
る
も
の
を
感
じ
る
。
近
世
初
期
の
東
北
の
英
雄
は
伊
達
政
宗

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

明
治
に
開
始
さ
れ
た
京
都
平
安
神
宮
の
「
時
代
祭
」
の
先
頭
は
戊
辰
戦
争
の

山
国
隊
行
軍
で
、
平
安
京
の
最
後
は
奇
し
く
も
東
北
地
方
の
会
津
藩
征
討
で
あ

り
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
主
、
仙
台
藩
を
降
伏
さ
せ
て
北
海
道
の
五
稜
郭
の
戦

い
で
終
結
し
た
。
都
か
ら
見
た
北
の
果
て
が
奥
州
か
ら
蝦
夷
地
に
な
り
、
同
時

に
千
年
の
王
都
で
あ
っ
た
平
安
京
も
東
京
選
都
に
よ
り
都
で
あ
る
こ
と
を
終
え

た
の
で
あ
る
。
尊
王
懐
夷
の
叫
ば
れ
る
中
で
賊
軍
に
さ
れ
る
危
倶
を
恐
れ
ず
京

都
守
護
職
を
受
任
し
、
大
政
奉
還
と
江
戸
開
城
の
後
最
後
の
激
戦
地
と
し
て
敗

北
し
た
会
津
藩
主
松
平
容
保
は
「
み
ち
の
く
の
英
雄
」
の
最
後
の
人
と
な
っ
た

よ
う
で
、
京
都
で
は
意
外
と
人
気
が
あ
る
。
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(
註
一
二
)
野
崎
準
「
都
の
奥
州
武
将
」
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
四
一

平
成
二
一
年



京
都
歳
時
記
の
中
の
「
み
ち
の
く
」
|
|
「
み
や
こ
と
み
ち
の
く
」
補
遺
二
|
|

五

お
わ
り
に

京
都
か
ら
東
北
を
見
る
視
点
に
つ
い
て
、
未
開
発
の
あ
こ
が
れ
の
地
、
黄
金

や
毛
皮
な
ど
資
源
の
宝
庫
、
景
勝
の
歌
枕
の
地
、
武
家
の
活
躍
す
る
地
、
な
ど

の
イ
メ
ー
ジ
が
史
書
、
文
学
書
に
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
都
と
み
ち
の
く
の

関
係
を
追
い
か
け
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
意
外
と
江
戸
時
代
の
文
献
に
も
あ
こ

が
れ
の
み
ち
の
く
の
イ
メ
ー
ジ
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
最
初
の
京
都
歳
時
記

と
言
わ
れ
る
『
日
次
紀
事
』
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
の
行
事
も
含
め
て
近
世
の

都
人
に
と
っ
て
の
み
ち
の
く
を
追
及
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
は
こ
の
時
代
に
も
古
く
か
ら
の
伝
承
、
祭
事
、
法
要
な
ど
に
東
北

関
係
者
が
現
れ
、
ま
た
東
北
に
か
か
わ
る
多
く
の
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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大
半
の
歴
史
事
実
の
よ
う
に
「
波
の
洗
い
続
け
る
砂
浜
に
僅
か
に
残
さ
れ
た

貝
殻
の
破
片
」
の
よ
う
に
残
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
か
ら
元
と
な
っ
た
み
ち
の

く
伝
承
を
探
す
の
は
至
難
で
あ
っ
た
が
、
都
と
都
に
住
む
人
々
か
ら
見
た
東
北

の
イ
メ
ー
ジ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

今
回
も
資
料
探
索
に
京
都
な
ら
び
に
各
地
方
の
多
く
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。

ま
た
西
日
本
の
地
理
に
う
と
い
筆
者
に
探
索
の
糸
口
を
与
え
、
貴
重
な
知
識
を

お
知
ら
せ
頂
い
た
史
迩
美
術
開
放
会
の
先
学
の
方
々
、
ま
た
毎
度
拙
稿
の
掲
載

を
お
許
し
頂
い
た
東
北
学
院
大
学
の
各
先
生
方
に
も
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

(
平
成
二
五
年
八
月
五
日
)


